
マ
ー
シ
ュ
は
、
7
月
28

日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
取
引
信
用
保

険
、
地
震
保
険
、
福
利
厚
生

補
完
制
度
に
つ
い
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
現
地
法
人
を
設

立
す
る
日
系
企
業
約

社
を
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集
め
、
同
国
の
現
状
と
同
社

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
説
明
し

た
。
主
催
は
、
同
社
の
ジ
ャ

パ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
サ

ー
ビ
シ
ズ
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
）
で
、

日
系
企
業
の
海
外
現
地
法
人

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
保
険
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
専
門
組
織

だ
。
現
地
の
日
系
新
聞
数
紙

に
セ
ミ
ナ
ー
開
催
と
そ
の
内

容
が
掲
載
さ
れ
、
注
目
を
集

め
た
。
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
は
、
1
0
0
0
社
超
の
日

系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、

同
社
の
今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。

同
社
Ｊ
Ｃ
Ｓ
は
、
東
京
に

本
拠
地
を
置
く
。
ア
ジ
ア
、

欧
米
の
3
極
体
制
を
と
り
、

世
界
各
国
に
約
3
0
0
人
の

専
門
家
を
配
備
す
る
組
織

で
、
日
系
企
業
の
海
外
現
地

法
人
が
抱
え
る
特
有
の
リ
ス

ク
を
回
避
軽
減
さ
せ
る
た
め

の
保
険
設
計
や
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
Ｒ
Ｍ
）
を
行
っ

て
い
る
。
主
要
都
市
に
は
日

本
人
、
ま
た
は
、
日
本
語
対

応
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
駐

在
さ
せ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
日
本

を
含
む

カ
国
に
拠
点
を
設
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け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中

国
、
タ
イ
、
台
湾
に
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い

る
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
駐

在
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
社

と
の
緊
密
な
連
携
体
制
を
構

築
し
、
Ｒ
Ｍ
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
マ
ー
シ

ュ
Ｊ
Ｃ
Ｓ
ア
ジ
ア
統
括
責
任

者
の
小
林
修
一
シ
ニ
ア
バ
イ

ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
、
取
引

信
用
保
険
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
時
の
事
業
継
続
に

つ
い
て
、
マ
ー
シ
ュ
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
Ｊ
Ｃ
Ｓ
の
高
野
敏

之
氏
が
、
地
震
リ
ス
ク
の
定

量
化
と
地
震
保
険
、
福
利
厚

生
プ
ラ
ン
の
改
善
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

小
林
氏
は
、
取
引
信
用
保

険
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
人
口
が
2
億
人
を
超
え

る
一
大
消
費
市
場
と
し
て
の

潜
在
性
を
持
つ
一
方
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
の
未
整
備
、
目
的

に
応
じ
て
複
数
の
財
務
諸
表

が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

説
明
。
Ｊ
―
Ｓ
Ｏ
Ｘ
で
評
価

対
象
と
な
っ
て
い
る
売
掛
金

に
つ
い
て
、
保
険
会
社
の
設

定
す
る
与
信
限
度
額
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
内
部
統
制
の

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
取

引
で
保
証
金
や
土
地
担
保
制

度
を
用
い
た
場
合
に
、
預
か

り
金
に
付
与
す
る
金
利
や
担

保
の
価
値
管
理
に
か
か
る
時

間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た

め
に
も
、
取
引
信
用
保
険
の

利
用
を
勧
め
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て
は
、
日
本
企
業
も

日
本
人
の
海
外
駐
在
員
に
帰

国
用
オ
ー
プ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を

持
た
せ
る
場
合
が
多
い
が
、

レ
ベ
ル
4
の
段
階
で
帰
国
便

が
確
保
で
き
る
か
、
ま
た
、

日
本
で
の
受
け
入
れ
態
勢
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
他
人

と
の
接
触
を
避
け
、
一
定
期

間
篭
城
（
ろ
う
じ
ょ
う
）
す

る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
話
し

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
リ
ス

ク
に
は
、
人
命
と
、
欠
勤
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
断
が
あ

る
と
述
べ
、
衛
生
管
理
や
感

染
状
況
の
監
視
と
正
確
な
情

報
伝
達
の
徹
底
、
事
務
所
閉

鎖
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
復
旧
の

状
況
判
断
な
ど
の
事
業
継
続

計
画
策
定
が
重
要
と
指
摘
し

た
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
感
染
死

亡
者
数
は
世
界
最
多
で
、
1

0
0
人
以
上
が
死
亡
し
て
い

る
が
、
同
国
で
は
、
コ
レ
ラ

や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症

が
身
近
に
心
配
さ
れ
る
病
気

で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

の
国
民
の
関
心
が
薄
く
、
感

染
拡
大
が
危
惧
（
ぐ
）
さ
れ

る
と
話
し
た
。

高
野
氏
は
、
地
震
リ
ス
ク

に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
の
地
震
保
険
が
プ
ー
ル

制
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
、
専
門
家
に

よ
る
地
震
リ
ス
ク
の
定
量
化

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
予
想

最
大
損
害
額
を
算
定
し
、
そ

れ
を
基
に
、
企
業
が
最
適
な

実
損
て
ん
補
限
度
額
を
設
定

し
て
保
険
契
約
す
る
こ
と
に

よ
り
、
合
理
的
な
保
険
料
削

減
が
可
能
と
提
案
し
た
。

福
利
厚
生
制
度
に
つ
い
て

は
、
同
国
の
労
働
者
社
会
保

障
制
度
の
補
償
給
付
プ
ラ
ン

の
概
要
を
説
明
し
、
同
補
償

給
付
プ
ラ
ン
に
対
す
る
経
営

者
の
一
般
認
識
と
標
準
的
な

対
応
を
紹
介
し
た
。
標
準
的

な
対
応
と
し
て
、
公
的
な
補

償
給
付
プ
ラ
ン
を
補
完
す
る

目
的
で
企
業
が
自
発
的
に
付

加
給
付
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
、
従
業

員
が
1
0
0
0
人
以
上
と
2

0
0
人
か
ら
1
0
0
0
人
の

企
業
の
標
準
的
な
付
加
給
付

内
容
を
例
示
。
福
利
厚
生
プ

ラ
ン
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

上
で
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
業
務
の

簡
素
化
と
コ
ス
ト
軽
減
が
可

能
だ
と
説
明
し
た
。

（ 5） （第3種郵便物認可）2008年（平成20年）10月 1日（水曜日）
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